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な していることは,作 り手 と受け手の間の暗
黙の了解のうちになされねばならない。 もし,
誰かがこの暗黙の了解を名指 ししてしまった
ら,ち ょうど喜劇の笑いが笑いのツボを解説
することによって 「しらけて」 しまうように,
この変容それ自体 も失効 してしまうだろう。
ところが,映 画のジャンル批評は常にジャン
ルの変容の後になって,当の作品を新しいジャ
ンルの出発点か,あ るいは既存のジャンルの
終着点に位置付け,こ れを特徴的な映像構成
と物語構成に振 り分けてしまう。その結果,
ジャンル自身の変容する力は解消され,ジ ャ
ンルは相変わらず枠組みとして理解されるの
である。その一方で,作 り手と受け手の相互
作用のうちにある大衆芸術としての性格を踏
まえながら,映画ジャンルの生産性を維持し
つつ,こ れを語る方法を探ることは,批評の
課題 として残されたままだと言えるだろう。
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